











「民法等の一部を改正する法律」（平成 23 年法律第 61 号）が 2012 年 4










届け出件数 12万 3190 件のうち、面会交流について「取り決めをしている」
とチェックしたのは 7万 7630 件（63.0％）で、養育費の分担について「取
り決めをしている」とチェックしたのは 7 万 7061 件（62.6％）と、いず
れも 6割程度にとどまっている（週刊金曜日、2016）。そこで法務省（2016）















































事例１ 事例２ 事例３ 事例４ 事例５ 事例６ 事例７
年齢 19 19 19 19 19 19 20
性別 女 男 女 女 男 女 女
別居年齢 0 歳 11 歳 2 歳、10 歳 5 歳 1 歳 4 歳 2 歳
別居直後の生活 母、自分 母、4 人きょうだい 母、3 人きょうだい 母、2 人きょうだい
母、自分、祖父母
曾祖父母
母、2 人きょうだい 母、2 人きょうだい
面会交流 なし 14 歳～：月１
11 歳～ 15 歳：週 1
その後なし
5 歳～ 15 歳：月１
その後なし
なし
6 歳～ 12 歳：年１
その後なし
2 歳～ 15 歳：年１、2
その後なし
養育費 なし（知らない） あり（1 人 3 万 / 月） あり（2 人 5 万 / 月） あり（2 人 300 万 / 年） なし なし（払わない） なし（払わない）
離婚の種類 調停 調停 調停 調停 知らない 調停 知らない
悪口 あり なし あり あり あり あり あり





（2 ～ 10 歳、別居義父）
事例８ 事例９ 事例 10 事例 11 事例 12 事例 13 事例 14
年齢 22 21 27 21 21 24 21
性別 男 女 男 女 男 男 女
別居年齢 13 歳 18 歳 4 歳 17 歳 19 歳 9 歳 11 歳







面会交流 13 歳～：年 2 18 歳～：年 4 なし（1、2 回） 18 歳～：月 1 19 歳～：月 1 9 歳～：月 1 11 歳～：月 1
養育費 なし（知らない） あり（学費） なし（知らない） なし あり（金額不明） あり（金額不明） あり（金額不明）
離婚の種類 協議 協議 知らない 調停 調停 調停 協議
悪口 なし なし あり なし あり なし なし




事例 15 事例 16 事例 17 事例 18 事例 19 事例 20 事例 21
年齢 20 22 19 20 21 26 20
性別 男 男 女 女 女 女 男







母、2 人きょうだい 母、自分、祖父母 母、2 人きょうだい






養育費 あり（金額不明） なし（知らない） なし（払わない） あり（8 万 / 月） なし（払えない） なし（知らない） なし
離婚の種類 知らない 協議 協議 裁判 知らない 裁判 協議
悪口 あり あり あり あり（祖父母） なし あり あり

























































































































合計 ％ 面会交流あり 面会交流なし
n ＝ 21 n ＝ 8 n ＝ 13
＜離婚に対する思い＞
何で離婚したのか知りたい（離婚の説明を聞きたい） 18 86% 6 12
自分にとってはひとり親の生活が普通だった（離婚を特別に意識
したことはない）
17 81% 5 12
父母のケンカが嫌だった 13 62% 4 9
離婚してほしくなかった 8 38% 3 5
自分のせいで離婚したと思ってしまう（そうではないと分かって
いるが）
8 38% 5 3
今でも父母が仲直りしないかと思う 8 38% 4 4




父母の離婚が恥ずかしかった（肩身が狭かった） 8 38% 3 5
家族のいい思い出がない 8 38% 3 5
離婚は家族全体に好影響だった（生活が落ち着いた） 7 33% 3 4
離婚の影響は特にない 6 29% 0 6
突然の離婚に驚いた 4 19% 2 2
離婚の話をできる人がいなかった 4 19% 2 2
離婚するぐらいなら、産んでほしくなかった 1 5% 0 1




8 38% 6 2
学校行事に両親が来なかったことは悲しかった 7 33% 3 4
＜別居親に対する思い＞
別居親が自分のことをどう思っているのか知りたい 16 76% 5 11
別居親に会いたいと思わなかった（別居親がいないのが普通だった） 9 43% 2 7
別居親像が分からない 6 29% 0 6
学校で別居親の話題が出る（別居親のことを詮索される）ことが
嫌だった
6 29% 2 4
別居親に会ってみたかった 5 24% 1 4
別居親の親戚に対する遠慮や距離ができた 5 24% 1 4
別居親が嫌いだった／憎い 5 24% 0 5
別居親がどこで何をしているのか気になっていた 4 19% 1 3
突然別居親と会えなくなったのでつらかった 4 19% 2 2
養育費を支払ってくれたことに感謝している 4 19% 2 2
別居親を理想化した 4 19% 1 3
父母が離婚しても別居親に会える人がうらやましい 4 19% 0 4
別居親と会っていないことに罪悪感があった 2 10% 0 2
＜同居親に対する思い＞
　 別居親に関する悪口を聞かされるのが嫌だった 15 71% 2 13
同居親の愚痴の聞き役が嫌だった 13 62% 2 11
同居親に対して気を遣った／同居親が疲れているのでいろいろ我
慢した
7 33% 5 2
同居親に対する感謝の気持ちが大きい 7 33% 2 5
家にいるより学校へ行きたかった（家の居心地が悪かった） 4 19% 3 1
父母が離婚していない人よりも同居親と仲良し（友達親子） 4 19% 1 3
同居親に対する反抗期が激しかった 4 19% 2 2
同居親の前では別居親の話がタブーだった（家庭内に緊張感） 4 19% 0 4
別居親の写真を処分されてショックを受けた／許せない 3 14% 1 2
別居親の生活を報告させられるのが嫌だった 1 5% 1 0
＜恋愛・結婚・子育ての不安＞
世代間連鎖が気になる（自分も離婚するのではないか） 9 43% 3 6
自分の異性関係に影響があった（異性が苦手／恋愛にしり込みする） 7 33% 4 3
結婚に対する忌避感がある 5 24% 2 3
自分の子どもには似たようなつらい思いをさせたくない 4 19% 2 2
自分は絶対に離婚したくない 4 19% 2 2
どうやって親になったらいいのか分からない 3 14% 1 2
＜苦しい生活（経済面）＞
　 生活が苦しかった 18 86% 5 13







家事をやらされて負担だった 15 71% 6 9
自分が父母の連絡の伝言役になっていた 5 24% 5 0
離婚のことでいじめられた／からかわれた 4 19% 0 4
不登校になった 4 19% 2 2
引っ越しが嫌だった 3 14% 2 1
名字が変わって嫌だった 3 14% 2 1
離婚後に虐待された 2 10% 0 2
＜自分の性格の変化＞
一人でがんばる性格になった 8 38% 3 5
いつもなんとなく寂しかった 7 33% 3 4
性格が暗くなった（前向きになりたい） 4 19% 1 3
対人不信がある／対人依存がある 4 19% 1 3
親の離婚がトラウマになっている 3 14% 2 1
＜家族関係への影響＞
　 きょうだい関係が悪くなった 5 24% 4 1
祖父母の影響が大きい（祖父母に育てられた） 5 24% 1 4
祖父母から別居親に関する悪口を聞かされるのが嫌だった 3 14% 0 3
祖母と母のケンカが嫌だった 3 14% 0 3
ペットを溺愛した 2 10% 2 0
＜再婚＞％の分母は再婚数　親の再婚：n ＝７（別居親２、同居親５）
　 親の再婚で別居親のことを考えるようになった 7 100% 0 7
再婚の説明をしてほしかった 5 71% 0 5
経済的に安定した 5 71% 0 5
同居親の再婚で家の居心地が悪くなった 5 71% 0 5
継親といい関係を築けなかった 4 57% 0 4
継親がいい人でよかった 2 10% 0 2
表４　離婚の影響：サブカテゴリーの出現率第 5 位まで（50％以上、同率含む）
































合計 ％ 面会交流あり 面会交流なし
n ＝ 21 n ＝ 8 n ＝ 13
＜面会交流の是非についての意見＞
面会交流は必要だと思う／別居親とは会うべき 17 81% 8 9
離婚以前の親子関係が重要 4 19% 1 3
子どもが小さいときから会わせるべき 3 14% 2 1
子どもが会いたいと言うまで会わせなくてよい 3 14% 1 2
虐待があるときは会わせない方がよい 2 10% 0 2
記憶もない別居親と会う必要があるのか疑問 1 5% 0 1
＜取り決めの必要性＞ 　
父母に面会交流の取り決めをしてほしい 13 62% 5 8
面会交流の説明を聞きたかった 12 57% 4 8
特に取り決めなくても、子どもが会いたいときに会えるのがいい 6 29% 4 2
面会交流のスケジュールを事前に教えてほしかった（いつ会うの
か気になる）
4 19% 3 1
突然の別居／離婚はよくない 1 5% 0 1
面会交流のことでもめないでほしい 1 5% 0 1
＜別居親に対する思い＞
別居親が自分のことをどう思っているのか知りたい 16 76% 5 11
面会交流には別居親からのアプローチが必要 12 57% 3 9
別居親に会いたいと思わなかった（別居親がいないのが普通だった） 9 43% 2 7
別居親と会えないのは寂しい 6 29% 2 4
機会があったら別居親に会ってみたい 5 24% 1 4








4 19% 0 4
誕生日に祝ってもらえるのが嬉しかった 4 19% 3 1
別居親と会うのがつらかった 3 14% 1 2
養育費を払わないなら会いたくない 3 14% 1 2
別居親とは話しづらい 3 14% 3 0
離婚してからの方がよく話す（面会交流があるから） 3 14% 3 0
別居親と会っていないことに罪悪感があった 2 10% 0 2
別居親に愛されている実感がある 1 5% 1 0
別居親を自分の人生から消したい 1 5% 0 1
　
＜同居親に対する思い＞ 　
　　別居親の悪口を言わないでほしい 15 71% 2 13
同居親が促してくれないと別居親に会いにくい 12 57% 4 8
同居親の機嫌を損ねないように気をつけていた 6 29% 4 2
面会交流よりも同居親と助け合って生活することの方が大切 4 19% 0 4
　 同居親の同席が助かった 4 19% 1 2
同居親の同席が嫌だった 2 10% 2 0
　
＜子どもの意思＞ 　
　　子どもの意思を尊重してほしい 16 76% 7 9
子どもの意思で自由に連絡をとれるようにしてほしい 4 19% 3 1
もっと普通に会いたいときに会いたかった 2 10% 2 0
　 別居親が嫌とかではなくて単純に会いたくない日もあった 1 5% 1 0
　
＜面会交流を行わない理由＞ 　
連絡先を知らない 8 38% 0 8
今さら会いにくい 4 19% 0 4
　 親の再婚で面会交流が難しくなった 3 14% 0 3
住所の距離が遠いと会いたくても会えない 2 10% 0 2
面会交流は面倒くさかった 2 10% 1 1
面会交流が嫌だった／怖かった 2 10% 1 1
面会交流のイメージがない 2 10% 0 2
会いたいと思わないときは会わない 2 10% 2 0
　　経済的に余裕がないと会えない 1 5% 1 0
　
＜面会交流についての要望＞ 　
面会交流よりも友人関係を重視したい時期がある 8 38% 6 2
自由にいろんな場所に行きたい 8 38% 7 1
　ディズニーランドに行きたい 2 10% 2 0
　家に泊りに行きたい 2 10% 2 0
　旅行に行きたい 2 10% 2 0
　毎回ファミレスではつまらない 2 10% 1 1
もっと世の中に広めた方がいい 5 24% 2 3
面会交流では楽しませてほしい（会い方の工夫が必要） 4 19% 3 1
もう一人の親の近況について聞かれたくなかった 3 14% 1 2
祖父母に会いたかった 2 10% 2 0
親族と会えたのがよかった 1 5% 1 0
ペットに会いたかった 1 5% 1 0
　
＜相談できる相手／専門的支援の必要性＞ 　
父母の連絡の伝言役になっていた 5 24% 5 0
面会交流のことできょうだい関係が悪くなった（面会交流の話が
できなくなった）
5 24% 4 1
面会交流のことで相談できる専門家が必要（親に話しにくい） 5 24% 3 2




最初は慣れるまで面会交流前後に子どものケアが必要 3 14% 3 0
同じ経験をした友達の存在が大きかった（面会交流について話が
できた）
2 10% 2 0
面会交流は楽しかったのに、つまらなかったふりをしていた 1 5% 1 0
面会交流を使って父母の仲直りをねらっていた 1 5% 0 1
表６　面会交流について：サブカテゴリーの出現率第 5 位まで（50％以上、同率含む）




















































関係良好－生活支援あり 関係良好－生活支援なし 関係疎遠－生活支援あり 関係疎遠－生活支援なし
事例 13（男） 事例 8（男） 事例 15（男） 事例 1（女）
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